＃０　Introduction
○近いがゆえに遠いもの

・見知る≠認識する（ヘーゲル）

…何かを見知ったものとして前提し、自己解釈する→誤った認識、自分＆他人を欺く行為

・距離的に近いもの≠環境世界的（認知的/心理的）に近いもの（ハイデガー）

例）自分がかけている眼鏡と自分との距離
○「見知られたもの」を認識するとは？―「美人」を手がかりに

例1）パダウン族（ビルマ）の美人

輪を積み重ねて首を長くする風習（女性限定）

1 女性に貞節を守らせる
2 富や地位の象徴（結婚相手としての価値）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↕

・慣習に従って輪をはめる

＝“女性として認められる”という通過儀礼的意味合い

例2）纏足（中国）の美人

纏足（＝幼時から足首から下を布で緊縛して成長を妨げる）の風習

1 小さな足＝女性の最も魅力ある特徴（男性の性的嗜好）

2 男性の社会的地位を表す（男のエゴ）

3 妻の不貞を防ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↕

・豊かさの象徴→女の見栄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
例3）現代日本の美人
a. ダイエット…「スリム＝美人」という通念　　　→摂食障害

b. かかとの高いヒール…足を美しく見せる　　　　→転倒の危険、外反母趾

　女たちをaやbに駆り立てているものは何か？

社会学的考察…パダウン族の首長美人、中国の纏足美人の例から、共通性を探る
男の視線・恣意的嗜好（例123に共通の背景）
☆日常的（見知られている・近い）すぎて認識できない現象（例：現代日本の美人の概念）を、他の事象（例1・2）と比較し、共通性を見出すことで認識できるようにする
＝社会学の目的
○社会学的想像力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①「社会的事実」（E．デュルケーム）

…個人に対しては外在し、かつ個人の上に否応無く影響を及ぼす事のできる一種の強制力。

②「社会学的想像力」（C.Wミルズ）

…自分の意志でしているはずの生活に実は及んでいる、個人の力ではいかんともしがたい、全体社会の構造から生じる“見えない力”を見抜く力。（→私たちに求められる。）
○社会学的手法

①比較　※上述「美人」の例を参照
②歴史…歴史をたどることを通して、ある現象の背景などを探る。
③実験…普段やっていることをやらない、普段やらないことをやる等。
例：ブルーアイ・ブラウンアイの実験
④理論…モデル（架空理論）を構築し、それと現実との比較検証を行う。
＃１　社会化（＝socialization）とは何か(1)

○アマラとカマラの物語　

※詳細はレジュメ参照。

○P.バーガー/T.ルックマンの分析
☆バーガー/ルックマン
①外在化（＝externalization）

…人間は〈未完成のまま〉生まれてくるがゆえに、その生活様式や生存のあり方を生後、自分自身で構築・獲得していかなければならないという事態。
②客体化（＝objectivation）

…人間自身が作り出す様々な生活様式が、個々人の意思や生を超えて、1つの客観的事実として存在するようになること。

3 内在化（＝internalization, ≒社会化socialization）

…客観的事実となった生活様式を、人間が他の人間とのコミュニケーションを通じて獲得していく過程。
［1］ 人間は〈未完成〉のまま生まれてくるがゆえに「自然」を超えた「文化」によって補完しながら自らの生活様式を完成させる。
［2］ この「文化」は他者との相互行為やコミュニケーションを通じて伝達され、内面化される。

　⇒「文化」「他者」とは何か、「相互行為」「コミュニケーション」とはいかにして行われるかを「社会化とは何か」を考える上での前提として理解することが必要

○ピアジェの発達心理学
①感覚運動期（生後18ヶ月～2歳）＝自閉的段階（autisme）
…外部の直接的世界を「感覚運動的に同化する」（＝自分を取り巻く全ての実行世界を知覚と運動によって征服する）。“動く自分と動かない対象物”という認知が主。
②全操作期（2～７歳）＝自己中心的段階（egocentrisme）
…自分との類推でしかものを捉えることのできない、知的自己中心的な直感思考に支配される。→アニミズム思考（例：「窓ガラスが泣いた」という表現）
また、他人の立場に身を置いたり、他人の観点そのものから自分自身を考えることができないため、相補性（対照的可逆性）を欠く。　（例：兄弟関係の対照性を否定）

③具体的操作期（7～12歳）

…自分自身の観点と他人の観点とを混同せずに分離し、それらを共応させることができるようになる。結果、共同作業が行えるようになる。

4 形式的操作期（12歳～）

…抽象度の高い思考ができるようになる。

☆ピアジェ　　①自分自身の自我を意識化（by直感、直接経験）

　　　　　　　　　　　↓

②自分の自我を他者の自我に投影（by自分との類推）
↓

③他者の人格を認める（＝他者を自分と対等のパートナーとして認める）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜ピアジェに対するワロンの批判＞

・前操作期において、ピアジェの理論では説明し得ない現象が多数存在

例）キャンディーの実験　（嘘をつく能力、相手がどう感じるかを先取りして考える能力を幼児が有することが実験で示された）
☆ワロン　　共同性（我々）　見分けがつかない程周囲の人とまざりあった“共同性”

↙　↘　　　 　の中から、自己・他者が対の2項として現れてきて、
     　　　自己　　他者　　 子供の意識の中に両者の基本的区別が生まれる。
＃２　社会化とは何か(2)

· ミードの社会的自我論
☆ミード　　社会化の契機→発話行為・遊戯。これらを通じて他者の視点を内に取り込む。
自己の二重化…I＝主我、me＝客我
➢発話行為
…幼児は発話（＝有声身振り）を通して他人に語りかける過程において、自分の声に耳を傾けることで自分の声に対する他人の反応と同じ反応を自分自身の中にも呼び起こす。
人は、それによって構成された「me」（内面化された他者/社会的自我）に対し、「I」（主体的自我）として反応する。
➢遊戯
①ごっこ遊び（play）
→自覚的に他人の役割を取得する中で1・2人称の視点を獲得する。
②規則のある遊び（game）
→参加する全ての他者の相異なる役割を相互に関係づけて（組織化して）、3人称の視点を獲得する（＝「一般化された他者」を発見する）。
○フロイトの自我論（※ジェンダーの観点から近年厳しく批判されている）
☆フロイト
エディプス・コンプレックス…子供が親に対して抱く愛憎の複合的感情。
去勢不安/去勢コンプレックス…陰茎の有無の間で揺れ動く感情。

男性－陰茎をなくすことへの不安（→エディプスコンプレックスの改変→超自我）

女性－陰茎を持たないことへの反抗（→ペニス願望→出産願望→超自我）
「超自我」…「リビドー（性的エネルギー）の対象付着（母親-愛着、父親-敵意）⇒同一化（＝母からの分離、父との和解）」という過程を経て形成される。道徳規範を命令する両親の役割を受け継いで（自我の中に投影して）「自我」を監視する、”良心“の部分。
○社会化の諸相
・「社会化」の様々な担い手

…家族、同輩集団（peer group）、学校、職場、メディア

・様々な「社会化」

1 一次的社会化…子供が社会の一員となる過程。
2 二次的社会化…①の後に起こる全ての過程。これを通じてある特定の社会的世界へと参加する。

3 再社会化…軍隊、刑務所、修道院など。

・「社会化」と「社会統制」
社会化…ある社会で共有されるべき価値や規範を次世代へと伝達し、それらを個々人の人格として内面化していくこと。

社会統制…ある社会で共有されるべき価値や規範に照らして、個々の行為に賞罰を付与すること。

＃３　「社会化」とは何か(3)

☆ルーマン　人間は環境から一方的に規定されるわけではない！

自己自身による社会化…社会化は「移植/伝達」モデルではなく、オートポイエーシスの観点から捉えるべきだとする。
➢オートポイエーシス…自らに影響を与える他者（≒環境）を、情報の選別を通してシステム自体が決定すること。
・ミードにおける「me」と「I」―「I」の意味
☆ミード　meによるIへの抑圧からIを解放⇒社会を変化させる力
○社会〈が〉変わる/社会〈を〉変える　　　　※具体的な内容はレジュメ参照

・ローザ＝パークスの抵抗

me→人種差別容認。社会規範（＝白人に席を譲る）に従う。

I→人種差別否定。No!と言う。
・「カミングアウト」という実践

me→同性愛否定。

I→同性愛者としての自己を容認。

○逆説としての社会化

・コールバーグの実験
☆コールバーグ
1 pre-conventional stage →“自分の利益”が重要

2 conventional stage →“世間の目”が重要

3 post-conventional stage →“justice”が重要

…既存の規範をjusticeに照らし、Iをmeの抑圧から解放することで社会を変えていく、能動的な人間の段階。　　　　　　　　　　（※全ての人が③に到達するわけではない）

・「閉じた道徳」と「開かれた道徳」（H.ベルグソン）
☆ベルグソン
閉じた道徳…不動のものと見られ、自らが最終形態の道徳たることを標榜する、物質化（＝客体化）された道徳。

開かれた道徳…閉じた道徳を純粋な精神性へと広げ、高めていくことのできる、運動性（＝進歩性）を有した道徳。批判的・反省的な目を備えている。

➢マタイの福音書…現在行われている道徳（＝閉じた道徳）の遵守を説いておきながら、道徳を完成する必要性を示唆し、道徳の書き換えを自覚的にプログラムしている（←逆説的、矛盾すれすれ）。

・「模倣的態度」の「合理的態度」への転換（M.ホルクハイマー）

抵抗…真理の要求と存在の非合理を和解させようとする実利的試みに反対。＝合理性追求
服従…理想と現実を対立させることを避け、超自我に忠実に従う。
☆ホルクハイマー　文明は模倣衝動（＝服従）を超越し、その価値を書き換え（＝抵抗）

　　　　　　なければならない　＝模倣的態度の合理的態度への転換が必要
・もうひとつの声（C.ギリガン）

☆ギリガン　①具体的なコミュニケーションを通じた、規範の見直しの必要性
　　　　　　②“justice”が抱える問題点を、「ケア」で補完する必要性
＃４　家族の社会学(1)

○いくつかの基本理念
・「ゲマインシャフト」と「ゲゼルシャフト」（F.テンニース）

ゲマインシャフト(community)…計画や意識的な組織化と無関係に成立。成員は全人格的に相互に結び付けられている。（例：家族）

ゲゼルシャフト(association)…各自が組織の目的に合致する部分だけでこれに加わって結合。成員は本質的に相互に疎遠。（例：納税者団体、株式所有者）
☆テンニース　社会はゲマインシャフト優勢→ゲゼルシャフト優勢へ移行の傾向
・5つのパターン変数（T.パーソンズ）

☆パーソンズ
ゲマインシャフト⇒感情性、集合体指向、個別主義、属性主義、無限定性
ゲゼルシャフト　⇒感情中立性、自己指向、普遍主義、業績主義、限定性

例外）医者　（※例外も存在することに注意！）
・家族の2つの位相

1 定位家族…子供世代からみた家族。

2 生殖世代…親世代からみた家族。

・家族の諸形態

1 核家族…1組の夫婦＋その家族

2 複婚家族…核家族を夫婦関係において連結させた家族。

3 拡大家族…核家族を親子関係において連結させた家族。

→直系家族…1人の既婚子のみ同居

複合家族…同居する既婚子を1人に限定しない

　 →夫居制…夫の家か、その付近に住む

　　 妻居制…妻

　　 双居制…夫と妻、どちらの家（の近く）にも住める

　　 新居制…夫と妻、どちらの家からも離れて住む。

叔父居制…妻の母方の叔父の家（の近く）に住む。

○日本における家族の変容と動向　　　※レジュメの図参照
・核家族化の進行(?)

→3世代同居を含む、親族世帯の減少⇔単身世帯、夫婦のみ世帯の増加

→「核家族化」が進行しているとはいいがたい

・離婚の動向

仮説：ゲマインシャフト的要素の強い前近代社会では離婚率は低く、ゲゼルシャフト的要素の強める近代化と共に、離婚率は高くなっていく。　　…T or F?
＃５　家族の社会学(2)―日本社会と家族
○「民法出デテ忠孝滅ブ」―明治の民法典論争
・西洋と日本の違い

西洋…耶蘇教。（nation↠famille）　日本…祖先教。家制。（家↠国家、「家族国家」）
→民法典制定にあたり、義務・権利の明確化によって個人の関係を規定したボアソナード（仏）案に穂積八束らが反対。
・「個人主義」vs「集団主義」

この世で最高の価値 ⇒ 個人×、集団（＝「家」、「国家」）○
日本は、「祖先教」を基本とし、祖先の霊を祀る家長と天皇が統率するタテ社会。
・「権利主義」vs「徳義主義」
扶養 ⇒ 権利×、美風・徳義○
・明治民法における結婚

男子の相続者     ⇒ 戸主の地位、祖先のまつり、財産を含む相続（家督相続）
…男子を設けない＝不孝　→相続者確保のため、実質的に「妾」を容認。
・非フロイト的家族

母親の子への愛着 ⇒ 子の精神的自立の妨げ。嫁vs姑。
○「家族国家」としての日本

・イデオロギーとしての「家族国家」
天皇と臣民の関係 ⇒ 支配服従関係（個人主義的・相対的人格関係）×

　　　　　　　　　  没我帰一の関係（君臣一体）○　　→日本＝「家族国家」
日本の「家」     ⇒ 夫婦単位×、親子関係単位○　　  →「忠孝」重んじる
・戦争/国家/家

戦争 ⇒“天皇陛下のために死ぬ”→スローガン

母や弟妹を命を捨てて守る→本音　　（cf.ドイツ）

家 　⇒ 日本の繁栄の根本理由

国家 ⇒ 「靖国」の思想　…死者の魂までも天皇の国家が独占。
・「ネイション」を拒む「家」

「国民優生法」→天皇中心の家族国家主義、多産奨励に反するとして反発招く。
＃６　家族の社会学(3)―フェミニズムから見る家族
◎フェミニズム
第一波（19C後半～20C前半）…法における男女平等の実現（女性の参政権獲得、売春の非制度化）。

第二波（1960年代後半～1970年代）…ウーマン・リブという形態。目に見えにくい日常的な性差別の撤廃。
○「家父長制」という構造
・近代化と家父長制

前産業化社会―生産活動と家事活動が一体…家庭内では女性の影響力大。

　　↓近代化・工業化
近代社会―賃労働（有償）と家庭（無償）に分離…性別役割意識（男＝仕事、女＝家庭）の固定

・「市場/家族」と「男/女」

近代主義的な「人間」概念 … 健康な成人男子＝人間、子供＝人間以前
老人＝人間以後、女性＝人間以外
→「人間でない」人々の創出、排除（＝市場からの疎外）

○売春婦と主婦
売買春 → ①性の二重規準 ②女性の経済的従属　に起因
・性の二重規準（ジョセフィン＝バトラー）

例）伝染病法（英）…陸海軍での性病蔓延予防策。
☆ジョセフィン・バトラー
対女性→貞淑求める

対男性→多数の女性との性的関係認める　　＝性の二重規準
→売春婦は被害者。責めるべくは買う側の男性。

→非対称な法、売春制度を撤廃すべき　　＝フェミニズムの動機

・主婦＝売春婦（H.シュテッカー）

☆シュテッカー
経済的自立を阻まれている（＝市場から疎外されている）点で主婦と売春婦は同じ

→女性の“市場”への参加必要　　①女性の就労

②家事労働の経済的評価

③国家による母子保険の確立
○データで見る男女格差　　※レジュメデータ参照
女性の経済的自立は可能か？
＃７　宗教の社会学(1)―M.ウェーバー

◎宗教社会学
方法論的個人主義（ウェーバー）…個人の行為の集積として社会を考える。個人に注目。

方法論的集合主義（デュルケーム）…個人に先立つ存在として社会を考える。社会的事実（＃０参照）に注目。
○方法としての「理解社会学」
・意欲する人間←ウェーバーの考察対象
→人間は何も欲しないよりはむしろ無を欲する（ニーチェの影響大）
・「理解」という方法

人間の行為→理解可能な形で解明しうる　⇒「理解社会学」の真髄
・「目的合理的」理解…人間の行動をその行動の目的から、合理的に解明すること。
＊目的非合理的なもの（＝究極的な目的）の作用範囲を測定するのに役立つ。
・目的「非」合理的なもの…行為の目的-手段の連関をたどり、「目的合理的な解析」を突き詰めていったときにつきあたる、究極的な目的・未来。＝死
→意欲する人間は「究極的な〈価値〉と生の〈意義〉」を求める⇒宗教へ行き着く。
○プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神
“Time is money”（ベンジャミン＝フランクリン）

　＝資本主義の精神…自分の資本を増加させることを自己目的とする精神。

・職業義務の思想…各人は自分の職業活動を「義務」と意識すべきだという思想。

　　　　　　　　　＊資本主義文化に特徴的で、その一端を担う観念。

・伝統主義…習慣となった生活を続け、それに必要なものを手に入れることを願う傾向。
　　　　　　＊「生産性の向上→資本の増加」を目指す“資本主義の精神”と対立。
・「プロテスタンティズムの倫理」
➢➢カルヴィニズムの予定説

予定説…人の心の救済は神によってすでに決められているとする教義。
（＊救われていることを確信するために世俗の職業に専念することがすすめられ、禁欲的な職業倫理が生まれた。）
➢➢超越神―徹底した不可知論
不可知論…予定説の中で自分が救われる対象であるかどうかを人は知りえないという事。
➢➢信者の孤独化・無力化

予定説で救済されるか否かはすでに決まっており、人間の干渉は不可能（何をしても運命は変わらない）⇒孤独化・無力化

➢➢手がかりとしての「職業労働」

救済の確信を得る（＝宗教上の疑惑を斥ける）ための方法　

1 信仰の徹底　②職業労働（→資本主義の根底）
＃８　宗教の社会学(2)―M,ウェーバー

・ある逆転―「プロテスタンティズムの倫理」と「資本主義の精神」

プロテスタンティズムの倫理

意欲する人間　　　　　　　　　　　　　近代資本主義社会

資本主義の精神

キリスト教的禁欲→天職理念に基づく合理的生活態度→近代資本主義社会

（…禁欲が世俗内道徳を支配。秩序形成の鍵。）

⇕　逆転
近代資本主義社会→資本主義の精神→ … →末人

（…近代資本主義の秩序が人間を支配。宗教的基礎づけ（＝禁欲）の不要。）
末人…欲しているものが「無」であることを理解しない人間。

○世界宗教の比較社会学

・儒教（中国）/ピュウリタニズム（西洋）

社会の秩序　　＜儒教＞

　　⇕　呪術
自然の秩序

　　⇕　合理的改造
超越神　　＜ピュウリタニズム＞

・仏教/ヒンドゥー教（インド）

◎ヒンドゥー教　①サンサーラ（霊魂輪廻）

　　　　　　　　②カルマン（因果応報）

①②の相互結合⇒カースト秩序の神議論（…カースト義務の実行、カースト脱出の否定）

◎仏教　「再死」の恐怖⇒輪廻からの脱出
· 救済の2つの方向

①模範預言（インド・中国）…瞑想的
→瞑想の状態でのみ近づきうる、非人格的な最高の存在という神概念 ⇒神の容器
②使命預言（イラン・西アジア・西洋）…行動的・禁欲的

→現世を超越する、人格的な創造主という神概念（と強い親和性がある）⇒神の道具
(①)現世逃避的瞑想…瞑想的に救済を所有している（＝神の容器）と考え、現世逃避を徹底

させていく

(②)現世内的禁欲…被造物的に堕落した人間を禁欲的な職業労働を通じて（＝神の道具）、陶冶していく
○日本の近代化と宗教

☆M.ウェーバー
日本→資本主義導入に＋の影響（…カルヴィニズム）も－の影響（…儒教などの呪術的な宗教的伝統主義）もない。＝白紙状態

☆R.ベラー
　慈悲深い存在者

恩　　　　　　　報恩
人間（個人）
☆丸山真男
日本の近代化→特別関係主義が疑似普遍主義の役割を演じたに過ぎない。

　　　　　　　日本の普遍主義的規準の低位（例：天の超越性が希薄（by天皇制）、戒律の拘束力が微小）を懸念すべき。

擬似普遍主義（…公正さを持った真の普遍主義を体現してはいない）

　　↓

西洋との対立（＝戦争）
＜近代化プロセスの問題点＞

個人主義的近代化⇒ナショナリズム（例：日独伊）

　　　↕

普遍主義的近代化⇒コロニアリズム（例：欧米）

＃９　宗教の社会学(3)―デュルケーム

○方法論的集合主義（＃０，７参照）

・社会的事実…個人に対して外在し、かつ個人の上に否応なく影響を及ぼすことのできる一種の強制力。

○『自殺論』（1987年）

・自殺と社会的事実→社会そのものが変化しない限り、自殺者の数は変わらない。

・自殺の３類型

1 自己本位的自殺
社会の統合が弱体化→個人の孤立（…自己自身にのみ依拠せざるを得ない）→自殺
2 集団本位的自殺
集団の結合力が増大→自我の不自由（…自己の行動の基軸が所属集団に置かれる）→自殺
3 アノミー的自殺
既存の社会の仕組みが崩壊（例：恐慌、革新）→人の活動が無規制→苦悩→自殺

anomie=a(否定)+nomos(法律等の人間が自然の摂理とは別に作り出したルールがない状態)

⇔physis(自然摂理)
＜①と③の違い＞

①→生の意味、究極的な価値を自分で見出すよう、強制される（＝宗教的自由の行使義務）

③→規律の作用が全く欠如した状態（⇔①②には規律が強く作用）

○『宗教生活の原初形態』（1912年）

・「宗教」の定義…聖俗の弁別を規定する「信念」およびそれに基づいて行われる「儀礼」からなる１つの体系で、信念を媒介とした組織「教会」において信者を結合させる。

＜宗教の３要素＞
1 信念　　　　→聖/俗の弁別

2 儀礼（行動）→

3 教会（組織）→（集団的）統合

・「儀礼」の二側面―分離と統合

消極的礼拝…聖と俗を分離する諸儀礼の体系。（例：しめなわ、神社の階段）＝分離
積極的礼拝…ある特定の日時に、人々が一緒になって切り離された聖と接触・交通する諸儀礼。（例：みこし）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝統合
⇒一体感を生むことで、人々の結合を定期的に再生産する

⇒聖物の侵犯という要素をはらむ、危険なモメントでもある

供犠…神に捧げ、同時に自分たちもそれを消費することで神的なものと交信する、積極的儀礼の１つ（byロバートソン＝スミス）。　（例：最後の晩餐）
・トーテミズムと模擬的儀礼

トーテミズム…ある人間集団がある特定の種の動植物（＝トーテム）あるいは他の事物と特殊な関係を持っているとする信仰、およびそれに基づく制度。

（例：プロ野球のロゴ）

1 デュルケーム流

トーテムをある集団の“連結の徴”とし、模擬的儀礼（＝トーテムの動きを模倣すること）を通じてその集団の同一性、連帯を保持。

2 レヴィ＝ストロース流

・自然種間の差異と社会集団間の差異との間にある、“相同性”をもとに、集団の同一性を認める。

・他との差異化、他の排除が集団の同一性を担保している。

【補足】ウェーバーとデュルケーム

＜共通点＞

“宗教”に関する考察をベースに「社会学とは何か」を考えようとした点。

＜相違点＞

①方法論（→同じ事象でも見えてくるものがまったく違う）（＃７参照）

ウェーバー　＝方法論的個人主義（…個人の集積が社会、個人を注視）

デュルケーム＝方法論的集団主義（…社会が個人を規定、社会的事実を注視）

②対象宗教のあり方

ウェーバー　＝洗練された宗教（例：世界宗教）（＃８参照）

　　　　　　→宗教は究極的な〈価値〉と生の〈意義〉に人々を近づける

デュルケーム＝宗教の原初形態（＃９参照）

　　　　　　→宗教は人と人とを結びつける役割を担う
⇒・自分で首輪を外したくても外せない心理的圧迫


・矯正に伴う痛み





⇒・首輪をはめる儀式を心待ち


　　・女の象徴である首輪に誇り





⇒・大変な苦痛


・不自由





⇒・自ら進んで纏足





儒教→呪術（…社会と自然の対応関係を説明）


⇒伝統の不可侵性


ピュウ→超越神と現世との矛盾した関係


⇒「進歩」という合理的な没主観性（⇒合理的改造）





➢日本の宗教の神的基礎概念


至高的存在の観念（天地、阿弥陀、地域的守護神、祖先…）


存在の根拠（「道」「理」「心」…）


➢恩と報恩の理論


天、地、人から受けた恩恵（＝恩）に報いること（＝報恩）


を行動原理とする。


②恩が報恩の能力を超えて遥かに大きいため、人は常に負い目を負っている。











